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平成２９年度全国学力・学習状況調査の結果について 

習志野市教育委員会 

 

１ 調査の目的 

・ 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から，全国的な児童生徒の学力や

学習状況を把握・分析し，教育施策の成果と課題を検証し，その改善を図る。 

・ 学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

・ そのような取組を通じて，教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

２ 調査実施日 

平成２９年４月１８日（火） 

３ 調査対象 

小学校第６学年，中学校第３学年 

本市の 

実施状況 

４月１８日に 

実施した学校数 

当日実施した児童生徒数 ※ 

国語Ａ 国語Ｂ 
算数Ａ 

数学Ａ 

算数Ｂ 

数学Ｂ 

小学校 １６校 １，４２０名 １，４１９名 １，４２０名 １，４２０名 

中学校 ７校 １，３２９名 １，３２７名 １，３２７名 １，３２７名 

※ 後日実施した児童生徒の結果は集計値に含まれません。 

当日未実施者数…小学校/国語Ａ２３名，国語Ｂ２４名，算数Ａ２３名，算数Ｂ２３名 

中学校/国語Ａ６４名，国語Ｂ６６名，数学Ａ６６名，数学Ｂ６６名 

４ 調査内容 

（１）教科に関する調査（国語，算数・数学） 

・ 主として「知識」に関する問題 （Ａ） 

（身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や，実生活において不可

欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能など） 

・ 主として「活用」に関する問題 （Ｂ） 

（知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や，様々な課題解決のための構想を立て実

践し評価・改善する力など） 

（２）生活習慣や学校環境等に関する質問紙調査 

• 児童生徒に対する調査  

（学習意欲，学習方法，学習環境，生活の諸側面等に関すること） 

• 学校に対する調査 

（学校における指導方法に関する取組や学校における人的・物的な教育条件の整備の状況等に

関すること） 
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５ 教科に関する調査の結果 

（１）小学校・国語 

  ※習志野市・全国ともに，公立学校の平均正答率です。文部科学省の方針に基づき，習志野市平均

正答率は小数点以下を四捨五入，全国平均正答率は小数第１位までの結果を示しています。 

 習志野市 全国 

国語Ａ ７７ ７４．８ 

国語Ｂ ６０ ５７．５ 

   ※チャート図は，全国平均を１００としたときの本市の 

相対値（太線）を示しています。 

 

                                   

                                   

                                   

 

 

 

 

 

 

 

（２）中学校・国語 

 習志野市 全国 

国語Ａ ７８ ７７．４ 

国語Ｂ ７５ ７２．２ 

   ※チャート図は，全国平均を１００としたときの本市の 

相対値（太線）を示しています。 

 

                                   

                                   

                                   

 

 

 

 

 

 

成果「目的に応じて，文章の中から必要な

情報を見付けて読む」「登場人物の相互関

係や心情，場面についての描写を捉える」

問題についての正答率が全国値を大きく上

回りました。「知識」（102.9）よりも「活用」

（104.3）の上回りが大きい傾向は昨年度と

同様です。 

課題「話すこと・聞くこと」は，H27（110.0），

H28（102.2），H29（100.3）と全国値との差が

年々小さくなっています。互いの話を聞き，

考えの共通点や相違点を整理することや，

司会者，提案者，参加者の役割を理解して

進行に沿って話し合ったりすること，また，場

に応じた適切な言葉遣いで話すことにやや

課題があります。 

成果「記述式」は，H28（104.5），H29（105.7）

と全国値と比べて上回りが大きくなりまし

た。「記述式」は「活用」に含まれるため，「活

用」（103.9）は「知識」（100.8）よりも上回りが

大きくなっています。.「相手に分かりやすい

ように語句を選択して話す」問題は短答式

による解答ですが，正答率は全国値を大き

く上回りました。 

課題「伝統的な言語文化と国語の特質に

関する事項」は，この５年間，H25（101.7），

H26（104.6），H27（103.7），H28（103.8），H29

（99.9）であり，今回初めて全国値を下回りま

した。文脈に即して漢字を正しく書いたり，

読んだりすることや行書と楷書の特徴とそ

の違いを理解することに課題があります。 
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（３）小学校・算数 

 習志野市 全国 

算数Ａ ７９ ７８．６ 

算数Ｂ ４９ ４５．９ 

   ※チャート図は，全国平均を１００としたときの本市の 

相対値（太線）を示しています。 

 

                                   

                                   

                                   

 

 

 

 

 

 

 

（４）中学校・数学 

 習志野市 全国 

数学Ａ ６７ ６４．６ 

数学Ｂ ５１ ４８．１ 

   ※チャート図は，全国平均を１００としたときの本市の 

相対値（太線）を示しています。 

 

                                   

                                   

                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

成果「活用」（106.8），「量と測定」（108.3），

「記述式」（108.2）が全国値を大きく上回りま

した。特に，「活用」並びに「量と測定」は全

国値と比べた上回りが昨年度よりも大きくな

りました。 

課題「知識」（100.5），「数と計算」（101.0），

「短答式」（100.3）は，いずれも全国値と比べ

た上回りが昨年度よりも 2 ポイント以上小さ

くなり，全国値とほぼ同程度になりました。

計算の意味と計算の仕方の理解について

課題があります。「図形」は H27（106.7），

H28（101.1），H29（101.4）で，昨年度よりは

わずかに改善したものの，全国値とほぼ同

程度であり，正多角形の性質の理解につい

てやや課題があります。 

成果 「 記 述式 」 は ， H27 （ 115.2 ） ， H28

（107.3），H29（112.0）と全国値を大きく上回

る傾向が見らます。今回，数学的に説明し

たり，筋道を立てて考え，証明したりする「記

述式」の正答率はすべて全国値を上回り，

無回答率は全国値よりも低くなっています。 

課題 「資料の活用」は，この５年間，H25

（109.3 ），H26（106.4 ），H27（105.9 ），H28

（98.8），H29（101.9）であり，今回やや改善

傾向が見られましたが，上回りが小さいため

全国値とほぼ同程度です。相対度数を求め

る問題についての無回答率が全国値よりも

高く，ある階級の度数の総度数に占める割

合を求めるなど，その必要性と意味につい

ての理解に課題があります。 
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６ ５年間の経年変化 

（１）小学校 

※折れ線グラフは，全国平均を１００としたときの本市の相対値を調査内容別（国語A・B，算数A・B）

に示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）中学校 

※折れ線グラフは，全国平均を１００としたときの本市の相対値を調査内容別（国語A・B，数学A・B）

に示しています。 
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７ 児童生徒質問紙調査の結果 

（１）小学校 

①全国値に比べ該当する児童の割合が高い項目（５ポイント以上） 

       ・携帯電話やスマートフォンの使い方について，家の人と約束したことを守っている。 

［習志野市：５４．１％   全国：４８．７％］ 

 ・国語の勉強が好き。                   ［習志野市：６７．９％   全国：６０．５％］ 

  ・読書が好き。                         ［習志野市：８０．７％   全国：７４．３％］ 

       ・調査問題の解答時間は十分。（算数 B）   ［習志野市：５８．９％   全国：５２．５％］ 

②全国値に比べ該当する児童の割合が低い項目（５ポイント以上） 

       ・先生は，授業やテストで間違えたところや，理解していないところについて，分かるまで

教えてくれる。                        ［習志野市：７９．９％   全国：８５．１％］ 

  ・今住んでいる地域の行事に参加している。［習志野市：５２．７％    全国：６２．６％］ 

       ・算数の勉強が好き。                   ［習志野市：６０．６％   全国：６５．９％］ 

       ・算数の授業の内容はよく分かる。        ［習志野市：７５．６％   全国：８０．６％］ 

（２）中学校 

①全国値に比べ該当する生徒の割合が高い項目（５ポイント以上） 

       ・携帯電話やスマートフォンの使い方について，家の人と約束したことを守っている。 

［習志野市：５６．５％   全国：５０．６％］ 

・読書が好き。                         ［習志野市：７５．５％    全国：６９．９％］ 

②全国値に比べ該当する生徒の割合が低い項目（５ポイント以上） 

       ・授業で学んだことを，ほかの学習や普段の生活に生かす。 

                        ［習志野市：６５．３％   全国：７０．９％］ 

・学級会などの話合いの活動で，自分とは異なる意見や少数意見のよさを生かしたり，

折り合いをつけたりして話し合い，意見をまとめている。 

                        ［習志野市：３５．４％   全国：４０．５％］ 

・先生は，授業やテストで間違えたところや，理解していないところについて，分かるまで

教えてくれる。                        ［習志野市：６６．２％   全国：７５．５％］ 

・今住んでいる地域の行事に参加している。［習志野市：３１．８％   全国：４２．１％］ 

・地域社会などでボランティア活動に参加したことがある。 

                            ［習志野市：３７．８％   全国：４９．７％］ 

・「総合的な学習の時間」では，自分で課題を立てて情報を集め整理して，調べたことを

発表するなどの学習活動に取り組んでいる。［習志野市：５１．８％   全国：６４．３％］ 

       ・１，２年生のときに受けた授業では，学級やグループの中で自分たちで課題を立てて，

その解決に向けて情報を集め，話し合いながら整理して，発表するなどの学習活動に

取り組んでいたと思う。                 ［習志野市：６３．３％   全国：７１．３％］ 
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・１，２年生のときに受けた授業で，生徒の間で話し合う活動では，話し合う内容を理解し

て，相手の考えを最後まで聞き，自分の考えをしっかり伝えてきたと思う。 

［習志野市：６６．９％   全国：７３．５％］ 

・１，２年生のときに受けた授業で，自分の考えを発表する機会では，自分の考えがうまく

伝わるよう，資料や文章，話の組み立てなどを工夫して発表していたと思う。 

［習志野市：５０．２％   全国：５７．９％］ 

・１，２年生のときに受けた授業の最後に学習内容を振り返る活動をよく行っていたと思 

う。                                 ［習志野市：５８．１％   全国：６６．１％］ 

・１，２年生のときに受けた授業や課外活動で地域のことを調べたり，地域の人と関わっ

たりする機会があったと思う。           ［習志野市：３７．７％   全国：５３．７％］ 

・国語の勉強が好き。                  ［習志野市：５５．０％    全国：６０．５％］ 

・国語の授業の内容はよく分かる。       ［習志野市：６４．８％    全国：７４．９％］ 

       ・国語の授業で目的に応じて資料を読み，自分の考えを話したり，書いたりしている。 

［習志野市：５４．８％    全国：６２．７％］ 

       ・国語の授業で意見などを発表するとき，うまく伝わるように話の組み立てを工夫してい

る。                                ［習志野市：４８．３％    全国：５５．６％］ 

・数学の勉強は大切だと思う。           ［習志野市：７５．８％    全国：８１．１％］ 

       ・数学の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つと思う。 

［習志野市：６４．６％    全国：７２．４％］ 

８ 児童生徒質問紙調査の回答結果と教科に関する調査の正答率との相関関係 

（１）小学校 

※質問事項に対する児童の回答（選択肢）と，教科に関する調査の正答率との関係を棒グラフで示

しています。ここでは，肯定的な回答（選択肢）と正答率の高さに大きな相関関係が見られるもの

を載せています。 

①朝食を毎日食べていますか。 
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②ものごとを最後までやり遂げて，うれしかったことがありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③学校の授業時間以外に，普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれぐらいの時間，勉強

をしますか。（学習塾で勉強している時間や家庭教師に教わっている時間も含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ④土曜日や日曜日など学校が休みの日に，１日当たりどれぐらいの時間，勉強をしますか。

（学習塾で勉強している時間や家庭教師に教わっている時間も含む） 
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⑤家で，学校の宿題をしていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ⑥今回の国語の問題について，解答を文章で書く問題に，どのように解答しましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ⑦今回の算数の問題について，言葉や数，式を使って，わけや求め方などを書く問題に，

どのように解答しましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



9 

 

（２）中学校 

①家で，学校の宿題をしていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ②国語の授業の内容はよく分かりますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③読書は好きですか。 
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④今回の国語の問題について，解答を文章で書く問題に，どのように解答しましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ⑤数学の授業の内容はよく分かりますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥数学の授業で公式やきまりを習うとき，その根拠を理解するようにしていますか。 
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⑦今回の数学の問題について，言葉や数，式を使って説明する問題は，最後まで解答しよ

うとしましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 調査結果についての考察 

（１）教科に関する調査から 

     ①国語では，「知識（Ａ問題）」「活用（Ｂ問題）」のどちらも，小学校，中学校ともに全国平均

正答率を上回っています。小学校では，話すこと・聞くことの相対値について，全国との

差が年々小さくなっています。中学校では，伝統的な言語文化と国語の特質に関する事

項（Ａ問題）の正答率が全国平均正答率をわずかに下回りました。今回，出題された一

部の漢字の読み書きの正答率が低かったことや行書と楷書の特徴の理解不足などが大

きな要因となっていると考えられます。なお，小学校で低下傾向にある話すこと・聞くこと

について，中学校では改善が見られます。 

    ②算数・数学では，「知識（Ａ問題）」「活用（Ｂ問題）」のどちらも，小学校，中学校ともに全

国平均正答率を上回っています。記述式問題（Ｂ問題）の正答率が高く，全国との相対

値においても大きく上回っています。また，記述式問題の無回答率が全国より低い傾向

も見られ，積極的に取り組む様子が伺われます。全国平均正答率と比較して「知識（Ａ問

題）」よりも「活用（Ｂ問題）」の上回りの方が大きいのは記述式問題の正答率の高さが要

因であると考えられます。反面，小学校の「知識（Ａ問題）」については，全国平均正答率

とほぼ同程度であり，基礎的な知識や技能をより一層確実に身に付ける必要があります。

さらに小学校においては，「知識（Ａ問題）」と「活用（Ｂ問題）」との正答率の差，領域ごと

による正答率の差，問題形式による正答率の差が大きく，児童の学力定着の状況を見

極めた上で指導方法を工夫改善することが重要です。 

 

 

 

 



12 

 

（２）児童生徒質問紙調査から 

①小学校では，「国語の勉強が好き」「読書が好き」という肯定的な回答が全国値より高く，

この傾向は昨年度と同様で，割合もほぼ同程度です。「携帯電話やスマートフォンの約

束を守った使い方」の割合が全国値よりも高いことが分かりました。所有率は，習志野市

６７．８％，全国６２．０％でした。算数Ｂについて「調査問題の解答時間は十分」と回答し

た児童の割合が全国値よりも高いのですが，「算数の勉強が好き」や「算数の授業の内

容はよく分かる」の割合が低いことが分かりました。なお，算数Ａについて「調査問題の解

答時間は十分」とした児童は，習志野市８７．０％，全国８７．１％でした。「今住んでいる

地域の行事への参加」についての肯定的な回答が全国値よりも１０ポイント程度低いの

は例年と同様の傾向です。道徳教育を基盤として，地域の行事に参加する意欲を育成

する必要があると考えられます。「先生が分かるまで教えてくれる」や「算数の勉強が好

き」「算数の授業の内容はよく分かる」についての肯定的な回答も全国値を下回っている

ため，より高い値を目指す必要があります。 

②中学校では，小学校と同様に「携帯電話やスマートフォンの約束を守った使い方」の割合

が全国値よりも高いことが分かりました。所有率は，習志野市８７．４％，全国８０．０％で

した。「今住んでいる地域の行事への参加」についての肯定的な回答が全国値よりも１０

ポイント程度低いのは小学校と同じであるとともに，例年と同様の傾向でもあります。「地

域社会などでボランティア活動に参加したことがある」という生徒の割合も低いことが分

かりました。「課外活動で地域のことを調べたり，地域の人と関わったりする機会」につい

ての肯定的回答の割合が低いこととの相関関係が伺われます。「先生が分かるまで教え

てくれる」についての肯定的な回答が小学校と同様に全国値を下回っているため，より高

い値を目指す必要があります。全国値と比べると，次期学習指導要領が目指す主体的・

対話的で深い学びに関わる学習経験についての自覚が生徒には少ないようです。 

10 調査結果の今後の活用 

（１）学校は，調査結果を踏まえ，各児童生徒の全般的な学習状況の改善等を図るために指導

方法の工夫改善に向けて取り組む。多面的な分析を行い，成果と課題を把握・検証し，保

護者や地域住民の理解と協力のもとに適切に連携を図りながら教育の改善に取り組む。 

（２）教育委員会は，学校における取組等に対して必要な支援等を行う。 

・習志野市学力向上推進委員会を設置し，結果分析を行い，本市児童生徒の学力の傾

向や変容を把握し，指導の成果や課題を明らかにする。その上で，市立各小・中学校の

学力向上に係る分析や授業改善の取り組みを支援する事業を行う。 

・学力向上に係る分析や授業改善の取り組みを支援する事業について教育委員会会議，

校長会議等において報告する。 

   ・学力向上に係る分析や授業改善の取り組みを支援する事業について教務主任研修，研

究主任研修等において，必要に応じて周知する。 


